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背景(現状)



目的
農作物通販サイトを利用する生産者と消費者に、商品に関する環境面と健
康面から見た一律の指標を提供する。

様々な目的で利用されている農作物通販サイトにおいて、エシカル農家の
農作物を差別化し、より幅広い消費者に提供できるようにする。

⇒オーガニック農作物をより手軽に購入できるようにし、日本のエシカル
消費を促進する。



成果（目標）



【エシカル農業・消費に関する国内の現状】

グラフ①：1人あたりのオーガニック農産物消費額
（2016）

日本における一人あたりの
オーガニック農産物消費額
は、8￠（960円）と低い水
準である。
日本の次に消費額の少ない
フランスと比べ、日本は12
分の1の消費額となっている。
⇒日本の有機食品売上は、他
の先進国と比べ大きく後れを
取っている。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように研究全体の背景・目的・成果を設定した上でエコプロ展でポスターを展示しました。その内容をこれから説明していきます。



【エシカル農業・消費に関する国内の現状】

グラフ②：消費者のオーガニック農産物の購入の意向（2015）

オーガニック農産物を「購入してい
る」消費者は18.0％、「購入した
い」と思う消費者は64.6%見られた。

＝オーガニック農産物の購入に対し、
全体の8割以上の人が興味・関心を抱
いている、もしくは購入を実践してい
る状況がある。

⇒オーガニック農作物の消費額は少
ない一方で、オーガニック農産物の
購入に対し前向きに捉えている人が
多いことが伺える。



【エシカル農業・消費に関する国内の現状】

グラフ③：オーガニック農産物などを購入したいと思わない理由（2015）
オーガニック農産物の消費が進まな
い主な理由として、購入価格に対す
る懸念やオーガニック表示に対する
疑念が挙げられる。

様々な価格帯のものを比較検討す
ることができるシステムの構築

一律の指標を用いたオーガニック
表示の導入

オーガニック農作物の消費拡大に
つながる可能性がある。



【エシカル農業・消費に関する国内の現状】

グラフ④：生産者が有機栽培または特別栽培等を実践している理由（2015）

オーガニック農作物の大半の生
産者は①「消費者の信頼感を高
めたい」、②「よりよい農産物
を提供したい」という思いが動機
となっている。

①⇒消費者がオーガニック栽培
を行う生産者を一目で判断するこ
とができるシステムを構築し、消
費者からの信頼を高める。

②⇒生産者への指標を設定する
ことで、生産者が目指すべき方向
性を示すことができる。



【農産物通販サイトに着目した理由】
消費者がオーガニック農産物等の購入に対して消極的な要因の解決策として効果が期待

できる。

（参照：グラフ③：オーガニック農産物などを購入したいと思わない理由）
値段が高い
➡サイトに出品されている数ある農産物の中から値段を比較することが可能。
「有機（オーガニック）」等の表示が本当かどうか疑わしく思う
➡認証を得た農産物を店舗よりも簡単に絞り込んで探すことが可能。
どこで買えるかよくわからない
➡店舗に足を運ばなくても、自宅で購入することが可能。
買いたいと思う品がない
➡店舗販売よりも品ぞろえが豊富である。



【環境スコアの流れ】
①生産者にアンケートに回答してもらう

②アンケート結果を数値化

【アンケート見本】

 100点満点で換算
 80点以上の商品に独自ラベル付与
 出典商品ごとに評価実施



【環境スコアの流れ】
③数値を基にサイトに表示

↑農産物通販サイトページ見本

↓商品詳細ページ例

↑実際に作成した農産物通販サ
イトイメージ（スマホ画面）



【アンケート実施】
―農産物通販サイトに関する消費者の意識調査
アンケートの目的

既存の農産物通販サイトへ農作物評価システムを導入し、エシカル農産物を提供する生産者と
それを求める消費者を結びつける

→既存の農産物通販サイトの普及率や認知度について調査し、導入における課題点を明らか
にする

アンケート実施日：2021年12月8日－10日
回答数:305件



【アンケート結果】
1．性別 2．年齢 3．職業



【アンケート結果】

4．農産物通販サイト（食べチョク・ポケットマルシェ等、オンライン直売所）
について知っていますか？

農産物通販サイトは、その存在が知られておらず，知っている人の利用率も低い
ことが課題として挙げられる。

知っている：42％
知らなかった：58％



• 農産物オンラインサイトについて知ってい
るのは女性の方が多少割合が多い。

• 年齢別にみると、40～59歳では知っている
人の割合が多少多い。

• 全体的に、29歳以下の若者の知っている人
の割合が小さい。

年齢別（n=305）男女別

4．農産物通販サイト（食べチョク・ポケットマルシェ等、オン
ライン直売所）について知っていますか？
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20歳未満 35％ 65％

20～24歳 42％ 58％

25～29歳 32％ 68％

30～39歳 41％ 59％

40～49歳 51％ 49％

50～59歳 52％ 48％

60～69歳 41％ 59％

70歳以上 33％ 67％



• 母数は少ないが、「会社役員・経営者」は
知っている人と知らない人の割合が同数に
なり、「自営業・フリーランス」は知って
いる人の割合が多い。

• 「学生」の知らない人の割合が多い。

職業別（n=305）

4．農産物通販サイト（食べチョク・ポケットマルシェ等、オン
ライン直売所）について知っていますか？
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【アンケート結果】
5．農産物通販サイトを利用したことがありますか？

よく利用している：1％
たまに利用している：15％
利用したことがない：84％



• 女性と男性で利用している人の割合に大きな差は見
られなかったが、男性の方が若干多い結果となった。

• 「たまに利用している」人の割合は、30～49歳で若
干多い結果となった。（70歳以上でも割合は大きい
が、母数が少ないため）

年齢別（n=305）男女別（n=305）

よく利用している たまに利用している 利用したことがない

20歳未満 5％ 16％ 79％

20～24歳 ― 10％ 90％

25～29歳 ― 4% 96％

30～39歳 ― 18％ 82％

40～49歳 3% 19％ 78％

50～59歳 ― 14％ 86％

60～69歳 ― 18％ 82％

70歳以上 ― 25％ 75％

5．農産物通販サイトを利用したことがありますか？
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• 「よく利用している」と回答した人は「学生」3人、
「会社役員・経営者」1人であった。「よく利用し
ている」回答した人は、以下の理由で利用している
ことがわかった。
・応援したい特定の農家があるから
・外に買い物に行かなくて済むから
・有機野菜の取り扱いが多いから

職業別（n=305）

5．農産物通販サイトを利用したことがありますか？
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【アンケート結果】
6．農産物通販サイトを利用する理由は何ですか？

【考察】

農産物通販サイトはスーパーの代わりとして利用
するという利便性よりは，商品への安心感や生産
者へのこだわりなど，そこにしかない付加価値を
求めて利用する人が多い傾向があり、健康や環
境に意識の高い人に需要があるサービスであると
言うことができる。

「その他」の回答：

・親が使っていた

・市場調査

・お母さんが使っている

・変わった野菜に出会える



【アンケート結果】
7．地元の農家のみが出品している、自分の住む地域独自の農産
物通販サイトがあった場合、利用したいと思いますか？

【考察】
約9割の人から肯定的な回答が得られたこと

からも、安心・安全な農産物への需要は高
いと考えられる。

しかしながら，これには現実の通販サイトの
利用率が低いという前提があり，実際の料
金設定や選択肢の幅を考慮すると，新たな
利用者の大幅な獲得は難しいと考えられる。

利用したいと思う：43％
たまに利用したいと思う：48％
あまり利用したいと思わない：6％
利用したいと思わない：3％



7．地元の農家のみが出品している、自分の住む地域独自の農
産物通販サイトがあった場合、利用したいと思いますか？

• 「利用したいと思う」と回答した人の割合は
女性の方が多い。しかし、肯定的な意見の割
合は男性も女性もあまり差は見られない。

• 20歳未満に「利用したいと思う」と回答した
人の割合が多い。

• 60歳以上は「あまり利用したいと思わない」、
「利用したいと思わない」といった否定的な
意見の割合が、他の年齢層と比べると比較的
多くなっている。

年齢別（n=305）

男女別（n=305）

利用したいと思う たまに利用したいと
思う

あまり利用したいと
思わない

利用したいと思わ
ない

20歳未満 59% 32% 3% 6%

20～24歳 38% 56% 6% 0%

25～29歳 44% 48% 8% 0%

30～39歳 49% 46% 5% 0%

40～49歳 40% 49% 8% 3%

50～59歳 38% 56% 4% 2%

60～69歳 23% 59% 14% 4%

70歳以上 25% 41% 17% 17%
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7．地元の農家のみが出品している、自分の住む地域独自の農
産物通販サイトがあった場合、利用したいと思いますか？

• 「学生」は半数以上の人が「利用した
いと思う」と回答している。

• 「学生」、「会社員」、「公務員」で
ある程度の回答数と90％以上の肯定的
な意見が得られた。

職業別（n=305）
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【アンケート結果】
8．現在食品を購入する際、「有機JASマーク」や「ASC認証」な
どの認証ラベルを商品選択の基準にすることはありますか？

【考察】

認証マーク自体の存在認知度はある程度高まっている
が、購入の際の判断基準とまではなっておらず、依然と
して認証マークを取得することに対するメリットが少ない
ことも否定できない。そのため、認証マークの取得が購
入に直結するようなわかりやすさと消費者のニーズに
合った付加価値の考慮も必要であると考察する。

認証マークがあるものを積極的に購入している：10％

認証マークがあるのもをたまに購入している：35％

認証マークは気にしたことがない：40％

認証マークについて知らなかった：13％

その他：「認証をとるのにお金がかかり、

天下り先になっているので使わない」



• 女性の方が認証マークがあるものを積極的に購
入又はたまに購入している割合が高い。

• 30～69歳で認証マークがあるものを積極的に購
入又はたまに購入している人の割合が高い。

• 20歳未満と25～29歳で「認証マークについて気
にしたことがない」、「認証マークについて知
らなかった」と回答した人の割合が多い

年齢別（n=305）男女別（n=304）

認証マークがあるもの
を積極的に購入してい
る

認証マークがあるものを
たまに購入している

認証マークは気にしたこ
とがない

認証マークについて知ら
なかった

その他

20歳未満 6% 29% 46% 19％ 0%

20～24歳 8% 42% 38% 12% 0%

25～29歳 0% 16% 64% 20% 0%

30～39歳 10% 44% 31% 15% 0%

40～49歳 11% 38% 43% 8% 0%

50～59歳 18% 36% 38% 8% 0%

60～69歳 23% 41% 18% 14% 4%

70歳以上 8% 42% 42% 8% 0%

8．現在食品を購入する際、「有機JASマーク」や「ASC認
証」などの認証ラベルを商品選択の基準にすることは
ありますか？
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• 「専業主婦/主夫」は「認証マークがある
ものを積極的に購入している」と回答した
割合が高い。

職業別（n=305）

8．現在食品を購入する際、「有機JASマーク」や「ASC認
証」などの認証ラベルを商品選択の基準にすることは
ありますか？
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エコプロ展で頂いた意見
（一部抜粋）



農協から脱退することの懸念
• 「農協（JA）から仲間外れにされる/戻れなくなる」
→「日本型の農協」が確立していることが背景にある

日本型の農協 欧米型の農協

◎総合農協：
すべての作物を取り扱い、指導事業、
経済事業、信用事業、共済事業までを
一括して兼営する。

→自分の属する町村にある一つの農協
に加入し、ほとんど脱退することはな
い。

◎専門農協：
栽培する作物・必要となる事業ご

とに複数存在する。

→作物・事業の数に応じて、複数の
専門農協に加盟する。経営内容の変
化によっては、加入・脱退を行う。

総合農協（JA）は、農家の生産と生活に関わる全ての事業を一括して担うという点で、農家にとっ
ては心強い拠り所となっている。そのため、農協から脱退することに対して懸念が生まれる可能性
がある。
（実際、農協から脱退すると、農協の組合員であったからこそ得られていた情報やネットワークは
得られなくなる。）

参照：『農業協同組合の誕生』（太田原）



農産物通販サイトの実現性にかかる課題
• 「環境に良いという面だけでは厳しい。

高価格で安定したコスト回収を実現する上でブランド化が必要。」

〇ブランド化する意義
⇒競争優位性を確立できる
①価格の優位性：ブランド品の方が高い価格で販売できる。
②高いロイヤルティ：顧客の反復・継続購入が見込まれる。
③ブランド拡張力：市場が限定的なものから国内全域や海外へ拡張される。

⇒価値に見合った価格であることを消費者に理解してもらうためには、環境面だけでなく、品
質や安全性、おいしさなどの面でも総合的に評価し、他の農産物とは異なる優位性を提示する
必要がある。

参照：『農林水産物・地域食品の地域ブランドの現状と課題（平成19年）』（農林水産省）



指標における課題（アドバイス）
• 「農家自体のサステナビリティを高める工夫が必要」
→認証マークを取得した後も、より持続可能な生産を目指すような仕掛けが必要

となる。（農家のモチベーションの維持・向上のために更なる指標を設けるなど）
• 「流通・販売方法まで考慮すべき」
→今回の指標では生産時に注視し指標づくりを行ったが、全体の環境負荷低減を

考えるとサプライチェーン全体を通した指標づくりが重要となってくる。
• 「プラスチックを使ったほうが良い場合もあるため、利用目的を明確にして、多
様な方向から考えるべき」
→指標は数値化しやすいようにYes/Noで答えられるものとしたため、柔軟性に欠

けるところがある。利用目的を踏まえどのように評価するかが今後の課題となる。



【まとめ】
・日本のオーガニック及びエシカル市場は他の先進国と比べまだまだ規模が小さい現
状がある。
・高価格、実態がわからない、購買機会が少ないといった要因を踏まえ、農産物通販
サイトのシステムを提案した。農薬に加えて、その他の環境の視点＝「環境スコア」
から総合的に判定。
・エコプロ展におけるアンケート結果からは、その需要の高さがうかがえる。
・本研究では環境スコアに焦点を当てたが、実際にこのようなシステムを実現する場
合、コスト面や購買につながるその他の付加価値（ブランド、旬等）などに関しても
考慮する必要がある。
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